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２０１８年２月６日 於東京 

 

安倍内閣総理大臣、 

令夫人 

 

日本人とドイツ人には数多くの共通する特徴がありますが、特に際立っているのが、ヨーロ

ッパのクラシック音楽への愛着であるように思われます。これは、数ある作品の中でも特に

ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェンの交響曲第九番についていえることではないでしょ

うか。「第九」は、私たちに共通する、音楽に感じる喜びの象徴です。このすばらしい作品

が、欧州連合の歌であることは広く知られています。しかし、日独の歴史の一コマを映し出

す作品であることは、あまり知られていません。 

 

２０１８年は、第九の日本初演１００周年を祝う年です。第一次世界大戦のドイツ人捕虜た

ちによる、板東俘虜収容所における演奏会という異例の日本初演でした。１９１８年当時は、

祖国の文化・文明を想う兵士たちの望郷の念も込められていたでしょう。第九の初演は、日



本に深い足跡を遺すこととなりました。実に特別な記念の年であると思います。第九の終曲

には「歓喜の歌」がありますが、喜びとは、私がまさに本日感じている気持ちそのものです。

すなわち本日再び東京を訪れることができた喜びです。これまで幾度も日本を訪問する機会

がありましたが、今回は大統領としての初の訪日であり、私にとり日本に来られることは喜

びです。いずれにしましても、皆様の温かいご歓待に御礼を申し上げます。 

 

先ほどは日本到着後すぐに、旧江戸城の跡地に整備された皇居東御苑を散策いたしました。

冬でもすばらしい眺めでした。そこで私は、貴国に近代化への飛躍をもたらし、日独関係の

礎石ともなった大変革である明治維新について想いを馳せ、日本は今年、どのようにしてそ

の１５０周年を祝うだろうかと考えました。 

 

総理、 

日独両国はともに、民主主義、自由、法の支配、強力な国際秩序体制のために力を尽くして

おり、その取り組みは今日、かつてないほど重要なものとなっています。両国は共通の価値

で結ばれており、さらに世界有数の革新的技術力を持つ経済大国でもあります。そうした背

景もあり、両国はともに安定的でルールに基づく国際秩序に依拠しています。そしてその秩

序は今日、決して確かなもの、当然のものではなくなっているのが現状です。 



 

日本とドイツは、このような状況から生じる外交上の責任を自覚しています。両国はともに、

地球温暖化などの地球規模の課題に取り組んでいます。また国連改革においても緊密に協力

をすすめています。こうしたことから、両国の協力を例えばアフリカにおける開発問題など、

他の分野にも広げていけるならば大変嬉しく思います。 

 

ご承知のとおり、わがヨーロッパ大陸は現在、全く独自の課題に直面しています。欧州連合

は、金融市場・政府債務危機が残した問題、重要なＥＵ加盟国の離脱、さらにここ数年の何

十万人もの難民の流入への対応を迫られています。しかし私には、この数か月、特に多くの

市民との対話で感じていることがあります。それは、欧州には危機を乗り越え、民主主義の

価値に新たな命を吹き込む力があるという点です。その際、ドイツとフランスの友好関係は、

遅くともドイツの政権発足への歩みが首尾よく決着した暁に、特別な役割を果たすこととな

るでしょう。 

 

ここ東アジア地域においては、北朝鮮の核･ミサイル問題によって軍事衝突の瀬戸際にまで追

い込まれました。北朝鮮による核の保有はドイツにとっても脅威であり、その他の理由から

も決して容認できません。私たちは、北朝鮮との対話は、制裁による最大限の圧力とリンク



させて、はじめて目標につながりうるものであると確信しています。この点について日本と

ドイツは一致しています。両国は、すべての主要国と国際社会全体がこの問題で一致団結す

るよう、引き続きともに力を尽くさなければなりません。 

 

しかし、さまざまな課題はあっても、将来に対する明るい展望を見失うべきではないでしょ

う。私たちは、最もすぐれた発展のモデル、社会のモデルとは何か、と世界中の人々がシス

テムに関する根本的な問い直しをしている時代に生きています。民主主義も例外ではありま

せん。しかし、日独両国は自信を持ってこうした議論に加わることができると私は考えます。

両国にとり、自由と民主主義、経済的・社会的基本権は分かちがたく結びついています。だ

からこそ、日独両国の緊密で建設的な関係を大変喜ばしく思っています。 

 

それでは、貴国への大いなる親愛の念を胸に、皆様とともに杯を上げ、日本国民の皆様の幸

せと日独両国の協力・友好のますますの発展を祈りたいと思います。 

 


